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 先日 3学期の始業式を終え 3学期が始まり 1週間を終えようとしています。 
もう 1月 10日、1月はいく、2月はにげる、3月はさる、月日はあっという間に過ぎていってしまいます。 
3学期登校日数、3年生は 45日、1・２年生でもわずか 51日です。（すでに４日過ぎました） 
始業式でも話しましたが、今年こそはと心に期した抱負も一日、二日と日が過ぎるにつれ薄れ、惰性に流
されてしまうこともあります。良い習慣と悪い習慣、ひとつひとつは僅かな差でも、積み重なれば大きな差と
なります。目標達成のためには、何をすべきか明確にし、日々を大切にしていきましょう。また寒さ厳しい 3学
期ではありますが、やがてやってくる春、誰もが胸を張って、健康で元気にそれぞれの学年のしめくくりをす
ることができるようにしていきましょう。 

 
   
 生活委員会では朝のあいさつ活動が行われています。 
 「おはようございます」  
今日一日をいい日にしましょう。 
短い言葉に温かな思いが伝わってきます。 

 1秒の言葉を大切に。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阪神・淡路大震災 まもなく 30年 

   1995年 1月 17日 午前 5時 46分  
阪神淡路大震  災が発生し、大きな被害が生じました。 
死者 6,434名、負傷者 43,792名 

     （H7.12.22現在）。 
兵庫県では「伝える」「備える」「活かす」の 3つを揚げ 
様々な取り組みが行われています。 

   ・犠牲者を追悼し、教訓を忘れることなく地域や世代を 
超えて「伝える」 

   ・次なる大震災の被害を可能な限り減らすため、県民総 
ぐるみで「備える」 

   ・被災地兵庫の成果を更に発展させ国内外の減災・防 
 災に「活かす」   

                                       自分たちの防災と減災について、また一度考えてみてくだ
さいね。 

 【保護者の皆様へ】 
  202５年もどうぞよろしくお願いします。 

12月には保護者の皆さまに学校評価アンケートのご協力をいただきありがとうございました。
アンケート結果、いただいたご意見につきましてはまとめて全体の総括を行い、改めて HP 上
で報告する予定です。                                                                                                                                                                                                                                                 

202５年がスタートしました 

   

 

         

校長室だより
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1秒の言葉 
           小泉吉弘 
 「はじめまして」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
一生のときめきを感じることがある 
 
「ありがとう」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
人のやさしさを知ることがある。 
 
「がんばって」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
勇気がよみがえってくることがある 
 
「おめでとう」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
幸せにあふれることがある。 
 
「ごめんなさい」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
人の弱さをみることがある 
 
「さようなら」 
この 1秒ほどの短い言葉に 
一生の別れになることがある 
 
1秒に喜び、1秒に無く 
一生懸命 1秒 
人は生きる。 
 
   1995年 SEIKOの CMより 

保健室前に 健康おみくじが 

あります。 

さて、吉と出るか凶とでるか？ 

もう引いてみましたか？ 

 

 


